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令和6年度近畿ブロック老人クラブリーダー研修会は京都府が当番で京都府民総合交流プラザ（京都テルサ）にて開催

講演「超高齢社会を生きぬく条件」京都府からは糸井さんが分科会で発表
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私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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市
町
村
老
連
会
長

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平

素
か
ら
京
都
府
老
連
の
事

業
運
営
に
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
令
和
6
年
能
登

半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
に
心
よ
り

お
悔
み
を
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
方
々
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
理
事
・
監
事
・

評
議
員
が
一
斉
に
改
選
と

な
る
年
で
、
去
る
５
月
30

日
の
理
事
会
で
、
会
長
・

副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
会
長
に
再
選
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
令
和
２
年
１
月
か
ら

令
和
５
年
５
月
ま
で
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
私
た
ち
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
中
止
・

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

外
出
の
機
会
や
人
と
の
交

流
が
制
限
さ
れ
て
、
私
た

ち
の
活
動
の
最
大
の
効
能

で
あ
る
「
人
と
会
う
」「
人

と
話
す
」「
体
を
動
か
す
」

こ
と
が
思
う
よ
う
に
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
な

っ
て
、
ク
ラ
ブ
の
解
散
、

会
員
減
少
、
会
員
の
高
齢

化
に
伴
っ
て
役
員
の
な
り

手
が
な
い
な
ど
様
々
な
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。

　

府
老
連
と
し
て
も
、
会

員
増
強
に
少
し
で
も
寄
与

す
る
よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
有
益
な
情
報

を
役
員
会
、
会
長
会
議
、

機
関
紙
等
を
通
じ
て
皆
様

と
共
有
し
た
り
、
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
状
況
は
改

善
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年

６
月
に
は
10
年
ぶ
り
に
京

都
府
が
当
番
と
な
っ
て
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
無
事
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
当
日
参
加
い
た
だ
い

た
役
員
・
会
員
の
皆
様
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
と
一
緒

に
、
府
老
連
が
一
丸
と
な

っ
て
成
功
に
向
か
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
お

か
げ
で
す
。
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ

ブ
を
と
り
ま
く
難
し
い
諸

課
題
に
対
し
て
、
役
員
の

皆
様
、
市
町
村
老
連
の
皆

様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ひ
る
む
こ
と
な
く
全
力
投

球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
市
町

村
老
連
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ

て
、
私
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

橋
本　

俊
次

（
一
財
）
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

・
宇
治
市　
　

武
藤　
　

守

・
城
陽
市　
　

安
田　

行
雄

・
向
日
市　
　

飛
鳥
井
佳
子

・
長
岡
京
市　

山
田　

和
美

・
八
幡
市　
　

内
藤　
　

暁

・
京
田
辺
市　

柳
田　

正
廣

・
木
津
川
市　

中
森　

啓
之

・
久
御
山
町　

髙
木　

優
子

・
井
手
町　
　

河
本　
　

保

・
宇
治
田
原
町　

茨
木　

章
生

・
和
束
町　
　

村
山　

一
彦

・
精
華
町　
　

上
村　

卓
三

・
南
山
城
村　

相
浦
清
市
郎

・
福
知
山
市　

松
本　

和
徳

・
綾
部
市　
　

辻
井　

邦
夫

・
亀
岡
市　
　

林　
　
　

昭

・
南
丹
市　
　

栗
原　

幸
一

・
京
丹
波
町　

岡
本　
　

勇

・
舞
鶴
市　
　

新
谷　

一
幸

・
宮
津
市　
　

橋
本　

俊
次

・
京
丹
後
市　

吉
岡　

光
義

・
伊
根
町　
　

濱
野　

岩
生

・
与
謝
野
町　

井
上　

尋
彰

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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会
　
長

橋
本　

俊
次
（
宮
津
市
）

副
会
長

柳
田　

正
廣
（
京
田
辺
市
）

松
本　

和
徳
（
福
知
山
市
）

井
上　

尋
彰
（
与
謝
野
町
）

宇
治
タ
カ
子
（
城
陽
市
）

岩
永　

英
光
（
長
岡
京
市
）

常
務
理
事

田
中
美
奈
子
（
事
務
局
長
）

理
　
事

飛
鳥
井
佳
子
（
向
日
市
）

安
田　

行
雄
（
城
陽
市
）

内
藤　
　

暁
（
八
幡
市
）

中
森　

啓
之
（
木
津
川
市
）

林　
　
　

昭
（
亀
岡
市
）

岡
本　
　

勇
（
京
丹
波
町
）

渋
谷
ス
ミ
子
（
京
田
辺
市
）

柳
田　

珠
江
（
木
津
川
市
）

笠
浪　

信
江
（
南
丹
市
）

小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

西
林
千
代
美
（
八
幡
市
）

村
山　

一
彦
（
和
束
町
）

廣
瀬　

泰
千
（
綾
部
市
）

井
上　

正
則
（
与
謝
野
町
）

監
　
事

上
村　

卓
三
（
精
華
町
）

井
手
口
温
美
（
亀
岡
市
）

岩
本　

正
明
（
与
謝
野
町
）

評
議
員

髙
木　

優
子
（
久
御
山
町
）

中
田　

正
紀
（
長
岡
京
市
）  

茨
木　

章
生
（
宇
治
田
原
町
）

小
川　

陽
司
（
井
手
町
）

相
浦
清
市
郎
（
南
山
城
村
）

大
江　

喜
次
（
福
知
山
市
）

辻
井　

邦
夫
（
綾
部
市
）

栗
原　

幸
一
（
南
丹
市
）

新
谷　

一
幸
（
舞
鶴
市
）

吉
岡　

光
義
（
京
丹
後
市
）

津
田　

倶
子
（
久
御
山
町
）

奥
村
三
枝
子
（
八
幡
市
）　

杉
本
美
恵
子
（
和
束
町
）

中
野
久
美
子
（
福
知
山
市
）

小
森　

明
美
（
京
丹
後
市
）

尾
幸　

雅
治
（
城
陽
市
）

藤
井　

重
博
（
京
田
辺
市
）

駒　
　

良
夫
（
木
津
川
市
）

稲
荷　

良
一
（
亀
岡
市
）

山
村　
　

優
（
宮
津
市
）

府
老
連
　
新
役
員
体
制

府老連予算・決算書

（収入の部） （支出の部） 単位：円
科　目 予算額 科　目 会計区分 予算額

財産収益 600 事業会計 16,852,000

分担金 4,926,500 組織強化 738,000

補助金等 14,573,000 救援拠金 100,000
近畿ブロック研修会
に係る受取負担金 700,000 管理費 法人会計 2,715,000

広告料 50,000 支出計Ⓑ 20,405,000

受取救援拠金 100,000 （収支差額）
雑収入 75,100 20,200

収入計Ⓐ 20,425,200 正味財産期首残高 33,151,104

当期収支差額

令和６年度　府老連収支予算書

事業費

（収入の部） （支出の部） 単位：円

科　目 決算額 科　目 会計区分 決算額

財産収益 525 事業費 事業会計 15,342,978

分担金 4,926,500 組織強化 569,000

救援拠金 1,829,833

補助金等 13,923,000 管理費 法人会計 3,114,057

支出計Ⓑ 20,855,868

広告料 50,000 （収支差額）
受取救援拠金 1,829,833 当期収支差額 ⒶーⒷ △ 82,119

雑収入 43,891 正味財産期末残高 33,151,104

収入計Ⓐ 20,773,749 正味財産増加額 △ 152,119

令和５年度　府老連収支決算書

新正副会長

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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府老連「女性委員会」・「若手委員会」の
新体制がスタート！

ハートピア京都において、４月 25日に女性委員会及び若手委員会の「総会」を開催しました。
総会では、令和６年度の事業計画と新しい役員が決定され、新しい体制がスタートしました。

委 員 長　　宇治タカ子（城陽市）
副委員長　　渋谷スミ子（京田辺市）
　　　　　　柳田　珠江（木津川市）
　　　　　　笠浪　信江（南丹市）
　　　　　　小和田宏子（舞鶴市）
常任委員　　津田　倶子（久御山町）
　　　　　　奥村三枝子（八幡市）
　　　　　　杉本美恵子（和束町）
　　　　　　中野久美子（福知山市）
　　　　　　小森　明美（京丹後市）

女性委員会　新役員体制
委 員 長　　岩永　英光（長岡京市）
副委員長　　西林千代美（八幡市）
　　　　　　村田　一彦（和束町）
　　　　　　廣瀬　泰千（綾部市）
　　　　　　井上　正則（与謝野町）
常任委員　　尾幸　雅治（城陽市）
　　　　　　藤井　重博（京田辺市）
　　　　　　駒　　良夫（木津川市）
　　　　　　稲荷　良一（亀岡市）
　　　　　　山村　　優（宮津市）

若手委員会　新役員体制

府老連報告

女性委員会　新役員若手委員会　新役員

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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令和6年度 主要事業日程
月 日 府老連関係 開催地 日 全老連関係 開催地

4 24 日 ( 水 )
25 日 ( 木 )

近畿老人クラブ連絡協議会 ( 京都市 )
女性・若手委員会総会

京都市
京都市

5

9 日 ( 木 )
16 日 ( 木 )
30 日 ( 木 )

監事会
第 185 回理事会
( 午前 ) 第 76 回評議員会
( 午後 ) 第 186 回理事会

京都市
京都市
京都市

6 27 日 ( 木 ) 近畿ブロック老人クラブリーダー研修会
( 京都府 ) 京都市 20 日 ( 木 ) 評議員会 東京都

7 18 日 ( 木 ) 市町村新会長・事務局会議 京都市 30 日 ( 火 ) 全国事務局長会議 東京都

8 機関紙８月号発行

9

5 日 ( 木 )
13 日 ( 金 )
15 日 ( 日 )
20 日 ( 金 )
26 日 ( 木 )

山城ブロック女性リーダー研修会
丹後ブロック女性リーダー研修会
｢ 老人の日 ｣｢ 老人週間～ 21( 土 )｣
全国一斉「社会奉仕の日」
丹波ブロック女性リーダー研修会

久御山町
京丹後市
全国一斉
全国一斉
福知山市

　

10 9 日 ( 水 ) 第 45 回京都府老人クラブ大会 京都市 19( 土 ) ～ 22( 火 ) 第 36 回全国健康
福祉祭とっとり大会 鳥取県

11 6 日 ( 水 ) 若手委員会リーダー研修会 京都市 20( 水 ) ～ 21( 木 ) 第 53 回
全国老人クラブ大会 神奈川県

12 12 日 ( 木 ) 第 187 回理事会 京都市 5( 木 ) ～ 6( 金 ) 高齢者の健康づくり・
生活支援セミナー 東京都

1 下　旬 機関紙２月号発行

2 18 日 ( 火 )
19 日 ( 水 )

市町村老連会長・事務局会議
近畿老人クラブ連絡協議会

京都市
奈良県 4( 火 ) ～ 5( 水 ) 全国会長等代表者

会議 東京都

3 18 日 ( 火 ) 第 188 回理事会 京都市 13 日 ( 木 ) 評議員会 東京都

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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■
午
前
の
部

　

研
修
会
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
舞
鶴
ゆ
う
さ
い

連
の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
が
披
露

さ
れ
た
後
、
近
老
協
の
中
村

会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
老
人
ク
ラ
ブ

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
全
老
連
事
務
局
河
野
参

事
か
ら
資
料
に
基
づ
き
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

大
谷
大
学
山
下
名
誉
教
授
か

ら
「
超
高
齢
社
会
を
生
き
ぬ

く
条
件
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
現
状
確
認
と

し
て
地
域
の
状
況
を
デ
ー
タ

で
示
さ
れ
た
後
、
ご
自
身
の

体
験
も
交
え
て
、
介
護
予
防

の
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

こ
と
、
地
域
共
生
社
会
の
こ

と
な
ど
幅
広
い
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オープニング　舞鶴ゆうさい連「よさこい踊り」

大谷大学名誉教授 山下憲昭氏の講演

開会式

近畿ブロック老人クラブ
リーダー研修会

令和 6 年度

　6 月 27 日、令和 6 年度近畿ブロック老
人クラブリーダー研修会を、10 年ぶりに
府老連が当番で、京都テルサで開催しまし
た。
　近畿各地から、総勢 238 名が参加され、
午前中は基調報告と
講演、午後から４つ
の分科会に分かれて
事例発表と意見交換
が行われました。

ようこそ京都へ！

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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■
午
後
の
部

　

午
後
は
４
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
討
議
を
行
い
ま
し

た
。（
第
１ 
健
康
づ
く
り
の

推
進
・
第
２ 
友
愛
活
動
の

推
進
・
第
３ 

会
員
増
強
の

取
り
組
み
・
第
４ 

他
団
体

と
の
協
働
）

　

府
老
連
か
ら
は
、
第
３
分

科
会
で
宮
津
市
吉
津
長
寿
会

の
糸
井
会
長
が
事
例
発
表
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
分
科
会
も
、
大

変
熱
心
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
参
加
者
相
互
の
交
流
も

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
京
都

府
が
当
番
と
い
う

こ
と
で
、
研
修
会

へ
の
参
加
者
以
外

に
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
18
名
の
方
に

お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
会
員
、
老
連
事
務

局
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 1 分科会　健康づくりの推進

第 3 分科会　会員増強の取り組み

第 2 分科会　友愛活動の推進

第 4 分科会　他団体との協動

第 3 分科会で事例発表
を行う糸井洋会長

（宮津市吉津長寿会）

京都府老連 参加者

閉会式でお礼の挨拶を行う
橋本俊次京都府老連会長

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
は
、
9
2
0
ク
ラ
ブ
、
約

4
0
5
0
0
会
員
を
擁
す
る

高
齢
者
を
代
表
す
る
組
織
と

し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き

が
い
と
健
康
長
寿
を
め
ざ
し

て
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
全
国
三
大
運
動
を
は
じ
め

と
す
る
多
彩
な
活
動
を
推
進

す
る
。　

　

特
に
、「
人
生
1
0
0
年

時
代
」
を
迎
え
る
中
、
高
齢

者
同
士
が
共
に
支
え
合
う

「
友
愛
活
動
」
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、「
仲
間
づ

く
り
」
の
輪
を
広
げ
る
「
会

員
増
強
運
動
」を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
介
護
保

険
制
度
に
お
け
る

「
新
地
域
支
援
事

業
」
へ
の
参
画
な

ど
、
行
政
や
関
係

団
体
と
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
高

齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
む
け
て
、

社
会
的
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

①�

全
国
三
大
運
動
で
あ
る

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
活
動
を
基
本
と
し
て
、

引
き
続
き「
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
・
仲
間

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」

の
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。

②
「
老
人
ク
ラ
ブ
1
0
0
0

　

�

0
人
会
員
増
強
運
動
」（
平

成
26
年
度
か
ら
5
ヵ
年
）

等
の
取
組
を
と
お
し
て
、

各
地
域
で
創
意
工
夫
さ
れ

た
会
員
増
強
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
の
解
散
・
退
会
の
防

止
、
趣
味
の
会
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
核
と
し
た
新
し

い
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
、

加
入
へ
の
地
道
な
声
か

け
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
状

況
の
可
視
化
な
ど
、
引
き

続
き
府
老
連
が
一
丸
と
な

っ
て
「
会
員
増
強
運
動
」

を
展
開
す
る
こ
と
と
す

る
。

　

�　

運
動
に
あ
た
っ
て
は
、

Ⅲ 

事
業
の
重
点

Ⅱ 

基
本
方
針

Ⅰ 

メ
イ
ン
テ
ー
マ

のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを
令和 6 年度 事業計画

〈健康寿命〉　〇�健康寿命を伸ばし、自立した生活、生きがいのある生活の実現を目指します。
　　　　　　〇�仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。
〈地域づくり〉�　〇�他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。
　　　　　　〇��元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。

府老連報告

　

京
都
府
で
開
催
す
る

「
令
和
６
年
度
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
」
の
成
功
に
向

け
て
、
府
老
連
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
今
後

の
活
動
の
活
性
化
と
充
実

を
図
る

公式ワナゲ京都府大会
私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています



N o . 1 7 7 （ 2 0 2 4 . 8 ）9

5
ヵ
年
の
総
括
で
提
起
し

た
「
5
つ
の
実
践
目
標
」

に
努
め
る
。

③�

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見

据
え
て
「
高
齢
者
の
最
大

の
目
標
は
健
康
！
」
を
大

き
な
柱
に
掲
げ
、
会
員
や

一
般
高
齢
者
を
対
象
に
、

健
康
づ
く
り
の
輪
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
く
。

　

�　

こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

を
は
じ
め
、
サ
ロ
ン
等
の

介
護
予
防
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
。

④�

コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
に

よ
り
課
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
の
生
活
機
能
の
低

下
を
防
ぐ「
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）
予
防
」
の
活
動
に
向

け
て
、「
体
力
測
定
」や「
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」
の
普
及
な

ど
、
高
齢
者
が
参
加
し
や

す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

を
図
る
。

⑤�

高
齢
者
の
孤
独
死
と
と
も

に
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

「
特
殊
詐
欺
」
等
の
高
齢

消
費
者
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
市
町
村
老
連
が
行

う
友
愛
訪
問
の
見
守
り
・

相
互
支
援
の
活
動
を
支
援

し
、
地
域
の
「
絆
」
を
一

層
強
め
て
い
く
取
り
組
み

を
促
進
す
る
。

⑥�

府
内
の
す
べ
て
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
新

地
域
支
援
事
業
（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
）」
に
呼
応
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
友
愛
活
動
な

ど
、
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
支
え
る
多
様
な
生
活
支

援
、
多
様
な
通
い
の
場
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
く
。

⑦�

女
性
委
員
会
に
お
い
て

は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
市
町
村
相
互
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、「
ブ
ロ

ッ
ク
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」
を
開
催
す
る
。

　

�　

研
修
会
を
と
お
し
て
、

日
頃
の
活
動
や
会
員
増
強

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

報
交
換
し
、
魅
力
あ
る
活

動
と
組
織
の
強
化
を
目
指

す
。

　

�　

ま
た
、
女
性
委
員
会
を

中
心
に
「
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
体
操
」
の

普
及
を
図
る
。

⑧�

若
手
委
員
会
に
お

い
て
は
、
若
手
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
と
会

員
同
士
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、「
若

手
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」
を
開
催
す
る
。

　

�　

ま
た
、
ボ
ッ
チ
ャ

等
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
や
趣
味
の
活

動
な
ど
、
会
員
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
様
々

な
活
動
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
会
員
の
加
入
促
進

に
努
め
る
。

⑨�

世
代
間
交
流
や
子
ど
も
の

見
守
り
、
子
育
て
支
援
の

活
動
な
ど
、「
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

を
社
会
福
祉
協
議
会
や
民

生
児
童
委
員
会
等
と
連

携
・
協
働
し
て
推
進
す
る
。

　

�　

特
に
、
市
町
村
老
連
の

発
展
に
は
、
行
政
当
局
の

理
解
と
支
援
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
府
や
市

町
村
に
お
い
て
定
期
的
な

「
行
政
懇
談
会
」
を
実
施

す
る
。

⑩�

仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

る
た
め
に
は
、
多
く
の
高

齢
者
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。

　

�　

こ
の
た
め
、
府
老
連
や

市
町
村
老
連
に
よ
る
機
関

紙
等
の
発
行
を
は
じ
め
、

市
町
村
や
社
会
福
祉
協
議

会
等
の
広
報
媒
体
へ
の
情

報
提
供
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
広
報
活
動
を
展
開
す

る
。

⑪�

事
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て

は
、
府
老
連
の
役
職
員
が

市
町
村
老
連
に
出
向
き
、

組
織
や
活
動
の
強
化
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
府
老

連
と
市
町
村
間
の
交
流
を

さ
ら
に
進
め
る
な
ど
、
一

層
の
連
携
を
図
る
。

久御山町シニア連　フレイル予防教室「こけんとこ体操」

伊根町老連「いきいき料理教室」

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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こんな取組で新規
会員を獲得しました！

市町村
単位クラブ数 会員数

令和 5年 令和 6年 増　減 令和5年 令和6年 増　減
宇 治 市 50 49 △ 1 2,038 1,898 △ 140
城 陽 市 66 62 △ 4 3,318 2,987 △ 331
向 日 市 26 24 △ 2 974 862 △ 112
長 岡 京 市 48 48 0 2,363 2,567 204
八 幡 市 54 43 △ 11 3,615 3,106 △ 509
京 田 辺 市 60 59 △ 1 2,971 2,860 △ 111
木 津 川 市 85 83 △ 2 3,154 2,989 △ 165
大 山 崎 町 3 3 0 62 62 0
久 御 山 町 28 28 0 1,712 1,662 △ 50
井 手 町 11 10 △ 1 1,050 895 △ 155
宇治田原町 23 23 0 1,132 1,095 △ 37
笠 置 町 7 3 △ 4 480 72 △ 408
和 束 町 14 13 △ 1 845 727 △ 118
精 華 町 26 25 △ 1 1,733 1,649 △ 84
南 山 城 村 9 9 0 516 484 △ 32
山城ブロック計 510 482 △ 28 25,963 23,915 △ 2,048
福 知 山 市 106 106 0 3,955 3,834 △ 121
綾 部 市 41 36 △ 5 1,733 1,537 △ 196
亀 岡 市 34 30 △ 4 1,442 1,246 △ 196
南 丹 市 57 50 △ 7 1,753 1,553 △ 200
京 丹 波 町 22 9 △ 13 544 172 △ 372
丹波ブロック計 260 231 △ 29 9,427 8,342 △ 1,085
舞 鶴 市 32 27 △ 5 1,298 1,056 △ 242
宮 津 市 24 24 0 933 921 △ 12
京 丹 後 市 72 65 △ 7 1,419 1,211 △ 208
伊 根 町 6 6 0 78 71 △ 7
与 謝 野 町 24 23 △ 1 1,327 1,204 △ 123
丹後ブロック計 158 145 △ 13 5,055 4,463 △ 592
合 計 928 858 △ 70 40,445 36,720 △ 3,725

（令和 6年 4月 1日現在）

市町村別　クラブ数・会員数
（令和 5 年～令和 6 年）  

老人クラブ・会員数の推移
（各年 4月 1日現在）

年　度 老人クラブ数 ( クラブ） 会員数 (人）
平成 9 年 1,729 96,119
25 年 1,336 △ 28 69,974 △ 1,910
26 年 1,271 △ 65 65,469 △ 4,505
27 年 1,252 △ 19 63,996 △ 1,473
28 年 1,221 △ 31 61,374 △ 2,622
29 年 1,203 △ 18 59,144 △ 2,230
30 年 1,150 △ 53 55,940 △ 3,204
31 年 1,131 △ 19 54,221 △ 1,719

令和 2 年 1,083 △ 48 50,974 △ 3,247
3 年 1,048 △ 35 48,037 △ 2,937
4 年 965 △ 83 43,519 △ 4,518
5 年 928 △ 37 40,445 △ 3,074
6 年 858 △ 70 36,720 △ 3,725

　４月１日現在の会員とクラブ数ですが、トータルでは
会員、クラブ数とも減少しています。このような状況だ
からこそ、新規会員獲得の取組具体例を紹介します。
● 2カ月間「会員増強キャンペーン」を、50 名以
上のクラブは4名、未満のクラブは2名増を目標に取
り組んだ結果、167 名が加入した。
●若手委員会を立ち上げ、会員増強を重点的に取り
組んでいる。3ヶ月毎に成果を報告し合っている。やは
り地道に活動しているところは人数が増えていた。
●「できることは全部やっていこう」の理念のもと、
たよりを回覧板でまわしたり、人目につく場所での
BBQを計画したりして、「活動の見える化」を図って
いる。
是非参考にしてください‼

府老連報告

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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会
　
長
　
　
相
浦
清
市
郎

人
　
口
　
　
2
4
2
5
人

ク
ラ
ブ
数
　
9

会
員
数
　
　
4
8
4
人

65
歳
以
上
加
入
率
　
38.
9
％

　

京
都
府
唯
一
の
村
で
活
動

す
る
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
9
ク
ラ
ブ
会
員
数

4
8
4
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
小
さ
な
団
体
で
す
。
普
段

は
各
地
域
で
の
美
化
清
掃
活

動
等
を
実
施
し
て
い
る
他
、

例
年
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・

ワ
ナ
ゲ
大
会
を
開
催
し
、
各

大
会
1
0
0
人
近
い
参
加
者

が
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
健

康
増
進
を
図
っ
た
り
、
各
チ

ー
ム
で
戦
略
を
練
り
素
晴
ら

し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
た
り
と
、
各
大
会
白
熱

し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
結
果
が
上

位
の
チ
ー
ム
は
山
城
や
相

楽
、
京
都
府
公
式
ワ
ナ
ゲ

大
会
等
に
出
場
し
、
他
市

町
村
の
方
々
と
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
3

年
振
り
に
行
っ
た
社
会
見

学
で
は
多
く
の
方
の
参
加

が
有
り
、
久
々
に
マ
ス
ク

無
し
で
の
笑
顔
の
広
が
っ

た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
　
長
　
　
安
田
　
行
雄

人
　
口
　
　
7
3
7
2
0
人

ク
ラ
ブ
数
　
62

会
員
数
　
　
2
9
8
7
人

65
歳
以
上
加
入
率
　
12.
0
％

●
組
織
と
事
業

　

城
陽
市
高
連
で
は
、
単
位
高

齢
者
ク
ラ
ブ
に
よ
る
会
長
会

（
総
会
）
の
総
意
を
受
け
て
、

毎
月
１
回
開
催
す
る
理
事
会
に

お
い
て
諸
事
業
の
管
理
に
当
た

っ
て
お
り
、
具
体
的
な
事
業
の

実
施
運
営
は
、
４
事
業
部
（
健

康
体
育
部
、
福
祉
教
養
部
、
文

化
広
報
部
、
女
性
部
）
を
設
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
よ
っ
て

年
間
計
画
に
基
づ
き
21
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
単
位
ク
ラ
ブ
の
解
散
問
題

　

残
念
で
す
が
、
令
和
５
年
度

末
に
、
４
ク
ラ
ブ
の
解
散
届
を

受
け
ま
し
た
。
１
ク
ラ
ブ
は
会

員
の
減
少
を
補
う
こ
と
が
出
来

ず
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
た
め

で
す
が
、
３
ク
ラ
ブ
は
50
名
以

上
の
会
員
を
抱
え
な
が
ら
後
継

者
不
在
で
解
散
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
今
日
ま
で
新
任
の
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
に
対
し
て
は
研

修
会
を
開
催
し
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
の

伝
達
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
後

継
者
を
育
て
る
た
め
の
取
り
組

み
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
こ
に
来
て
大
き
な
課
題

を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
連
合
会
結
成
60
周
年

　

今
年
は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
結
成
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
大
切
な
節
目
で
、
単
な
る

祝
賀
に
終
わ
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こ
と
な
く
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多

く
の
課
題
の
問
題
点
を
拾
い
上

げ
解
決
策
を
模
索
す
る
中
で
、

今
後
の
活
動
指
針
を
構
築
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
会
長
　
安
田
）

城
陽
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

市
町
村
老
連
だ
よ
り

南山城村老人クラブ連合会　グラウンドゴルフ大会

城陽市高齢者クラブ連合会　一泊研修

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています
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老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】

老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）
【老人クラブ賠償責任保険】

施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2024年7月15日～9月15日まで
2025年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2024年2月作成　23TC-008004

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2024年
2025年

2024年
2025年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

私たちは、京都府老人クラブ連合会の活動を応援しています


